ニュートン　って雑誌、、パラパラと読んできた。
ホーキング蒸発の話が出てたな。。

　今なら、、、
　例えば、ニューヨークまでの飛行機の航路は、太平洋を横切るんじゃなくて、北極よりを回るんじゃ無かったかな、、、行った事は無いが、そうだったような気がする。。
　人工衛星もたくさん回ってるし、、地球が丸い事。それが分かってだいぶ得してると思う。
　最初は、、ガリレオの時代かな。。しんどかっただろうな。。。

大昔から、今も続いてる、ビックバン宇宙論。
　「昔、大きな爆発があって、宇宙が始まり、永遠に膨張する。」って話。
でも、誰でも違和感を感じる。
　「エネルギー保存の法則を、無視していいのか？」と。
　確かに、これを無視してしまったらえらい事だ。

　で、





宇宙の種があって、


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膨張して、限界が来ると、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収縮を始め、






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収縮の、限界が来ると、
　　また膨張して
この繰り返し。。
　が、、ビックバン宇宙論の基礎。これが、ホーキング蒸発,,と思う。。
　　僕が感じたのは中学時代だと思うけど、ホーキングはもっと昔のようだ。
　　

　　　　　　　　　　（A空間）



　　　　　（ブラックホール）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この繰り返し






　　で、、どう言うか、、
　ちょっととばすけど、
「同じことの繰り返しじゃなく、毎回何か、違うはずだ。」と考えたんだろな。
　その理由で、「外部から、力が加わっている。」と。。





宇宙（ビックバン）の外に
違う宇宙（ビックバン）があると




で、この形が、ブラックホールに似ている。と考えたんだろう。



　アインシュタインのブラックホールの説明は、、、事象の地平線、、だったか、、
　僕には、何いっとるか分からん。アインシュタインはザクザクっと切り込んだ。









ブラックホール



　　　    time
　　　　　　　　　　　　　　蒸発　　　　　　　　　　　　　　　　合体


　　たぶん、ホーキングの頭ん中、こんな感じだろう。
　　　で、














いろいろ、、うろうろしてる。。

　こういう、全体像の事、
　使いこなせない奴はたくさんいる。
　例えば、地球が丸い事。
　そんな、大昔に分かった事でも、使いこなせない人はたくさんいる。
　僕だってそうだ。丸かろうが四角かろうが、平面だろうが、直接的にはどうでもいい。
　もっと言うなら、海の向こうにアメリカがある？だから、、何なんだろうな。。
　東北が津波にやられてえらいことだ？、、、それが僕に、いったい何の関係がある？

　「お前は知らないだけだ。それがあるか無いかで、どれだけ生活が変わるか、考えろ。」と、偉そうに言う奴がいたら、その言葉はそのままそいつに返そう。
「あんたは知ってるかい?アンドロメダ星雲があるか無いかが、どれだけ、影響しているか。」
　　と、、ここまでは別に言わないか、、、
　　昔なら、、ウランもただの石ころなんだよ。。
　　　　僕にとっては今でも、ただの、危険な石ころだけどね。。




寝よ






